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待望のＳＬ　玖珠町「豊後森機関庫跡」に
　旧豊後森機関庫の旧扇形機関庫と転車台は、平成21年近代化産業遺産に認定され、更
に24年には国の登録有形文化財となった。現在玖珠町による機関庫周辺環境整備事業に
より、機関庫の公園化及び豊後森駅周辺の整備が進められている。
　今年６月に志免町から待望のSLの引っ越しを終え11月には「機関庫ミュー
ジアム」もオープン。鉄道の町をアピールし旧豊後森機関庫を中心とした新し
いまちづくりとして大きく注目されている。
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○全国法人会総連合の会長表彰

　（永年勤続役員功労者）

　常任理事　　田　中　常　雄氏

○大分県法人会連合会の会長表彰

　（永年勤続役員功労者）

　常任理事　 綾　垣　一　喜氏

　理　　事　 瀬　戸　亨一郎氏

　　 〃　　　松　尾　紀代子氏

○日田玖珠法人会の会長表彰

　（定年退任役員功労者）

　常任理事　 井　原　日出子氏

　　 〃　  故 中　野　友　徳氏

　（会員増強功労者）

　役員・会員　　10名

　受 託 会 社　  　1社

功 労 者 表 彰
　︵
公
社
︶
日
田
玖
珠
法
人
会
・
第
27

回
定
時
総
会
は
、
去
る
５
月
28
日
午
後

３
時
か
ら
マ
リ
エ
ー
ル
オ
ー
ク
パ
イ
ン

に
お
い
て
、
木
下
日
田
税
務
署
長
、
吉

冨
大
分
県
日
田
県
税
事
務
所
長
ほ
か
、

多
数
の
ご
来
賓
を
お
迎
え
し
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
功
労
者
表
彰
の
紹
介
及
び
来
賓
祝
辞

の
あ
と
、議
事
で
は
平
成
26
年
度
事
業
・

平
成
27
年
度
事
業
計
画
及
び
予
算
の
報

告
の
後
、
審
議
事
項
の
平
成
26
年
度
決

算
︵
財
務
諸
表
︶
及
び
役
員
改
選
の
件

に
つ
い
て
、
原
案
ど
お
り
可
決
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
承
認
さ
れ
ま
し

た
新
役
員
の
名
簿
に
つ
き
ま
し
て

は
、
次
ペ
ー
ジ
に
掲
載
の
と
お
り

で
す
。

　
ま
た
、
総
会
後
の
記
念
講
演
会

で
は
、︵
株
︶
豊
和
銀
行
代
表
取

締
役
頭
取
の
権
藤 

淳
氏
が
、﹁
地

域
創
生
に
向
け
、
自
立
精
神
で
立

ち
向
か
お
う
！
〜
地
域
の
力
を
結

集
し
、
明
る
い
明
日
へ
挑
戦
〜
﹂

と
題
し
て
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

平成27年度

功労者表彰

会長挨拶 定時総会定時総会

記念講演会記念講演会
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役職名

会  長

副 会 長

　 〃 　

　 〃 　

常任理事

　 〃 　

　 〃 　

　 〃 　

　 〃 　

　 〃 　

　 〃 　

　 〃 　

理  事

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

氏　　名

角 　　弘 起

佐 竹　  享

穴 井　道 博

吉 武　勝 広

喜 見 秀一郎

池 部　俊 慈

江 藤　秀 平

田 嶋 　　篤

綾 垣　一 喜

桑 野　雅 典

田 中　常 雄

河 野  浩 治

斉 藤　憲 昭

藤 本　忠 良

浅 田　健 治

河 野　博 文

竹 内　良 次

長 野　雄 人

佐 藤 加奈子

豊 田　忠 士

佐 藤  淳 司

穴 井　正 訓

熊 谷　光 顕

右 田　昭 二

湯 浅  繁 喜

佐 藤  真 二

法　　人　　名

㈱ 想夫恋

㈲ スプリングの佐竹

㈱ 久大電設

㈲ 吉武建設

久栄建設 ㈱

㈾ グランドホテル山の湯

㈱ 大 日

㈱ 田嶋製作所

㈲ やまめの郷

㈲ とんかつ東華

田中建設 ㈱

㈱ 伊東組

㈲ カウベルランドくす

㈲ フジモト

㈾ 浅田商会

㈱ 河野組

㈲ 花の店タケウチ

亀の井酒造 ㈾

大交タクシー ㈲

㈲ ケイ・エス・ジー春日

大交タクシー ㈲

㈲ 穴井製材所

八鹿酒造 ㈱

㈲ 玖珠運送

㈲ アシスト

㈾ ホテル三光園

役職名

部 会 長

副部会長

　 〃 　

　 〃 　

　 〃 　

氏　　名

中 野  和 子

佐 藤 加奈子

五反田 千 史

膳 所 久美子

瀬 戸  富 美

法　　人　　名

㈱ 中野組

大交タクシー ㈲

(医) 五反田病院

(医) 恒心会 膳所医院

㈱ エル・ランチョ・グランデ

役職名

理  事

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

監  事

〃

〃

氏　　名

瀬 戸  富 美

河 津　龍 治

藤 原　秀 樹

横 尾　達 也

瀬 戸 亨一郎

井 福　武 光

後 藤　成 人

川 浪　龍 哉

石 川　尚 文

小 田　宜 男

熊 谷 　　徹

矢 野　伸 之

坂 田　藤 則

矢 野　則 行

園 田 　　匠

中 野　和 子

坂 本  高 晴

佐 藤 裕一郎

大 庭  清 見

岡 松  伸 彦

五反田 千 史

大 関     朗

原 田  宏 治

秋 好　克 則

小ヶ内 聡 行

安 部　匡 史

法　　人　　名

㈱エル・ランチョ・グランデ

河津建設 ㈱

㈲ 藤原設計

㈲ カネサダ横尾木工所

瀬戸製材 ㈱

㈲ 竹茂本店

㈲ 藤山観光

㈱ 川浪組

㈱ 日田観光タクシー

㈲ カネモリ小田製材所

㈱ 新 象

㈲ アシストエンジニアリング

ＳＴＡＦＦ ㈱

㈲ 矢野製材所

不二水道 ㈱

㈱ 中野組

㈲ 坂本建設

㈲ 日田ガス

㈲ 旅館本陣

㈱ 大分銀行日田支店

(医) 五反田病院

㈱ 谷組

㈲ 宏栄建設

㈲ 秋好電子計算センター

オガウチ税理士法人

㈱ 豊州建設

（公社）日田玖珠法人会　役員名簿

女性部会 正副部会長名簿

役職名

部 会 長

直前部会長

副部会長

　 〃 　

　 〃 　

氏　　名

佐 藤　淳 司

園  田　　匠

高 橋 進太郎

小 野  浩 信

佐 藤　辰 次

法　　人　　名

大交タクシー ㈲

不二水道 ㈱

㈲ 高橋三男商店

公月測量設計 ㈱

㈲ 佐藤工業

青年部会 正副部会長名簿
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法
人
会
全
国
大
会
が
、
平
成
27
年
10
月
8
日
︵
木
︶、
徳
島
市
の
産

業
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
全
国
か
ら
約
一
八
〇
〇
人
が
集
ま

っ
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
第
一
部
は
﹁
日
本
の
山
里
に
、
こ
ん
な
仕
事
・

移
住
企
業
も
あ
り
ま
す
よ
〜
地
方
創
生
の
独
創
的
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
〜
﹂
を
テ
ー
マ
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
第
二
部
の
大
会
式
典
は
、
中
原
国
税
庁
長
官
・
飯
泉
徳
島
県
知
事
を

は
じ
め
、
多
く
の
来
賓
を
お
迎
え
し
、
会
員
増
強
・
研
修
参
加
率
向
上
・

福
利
厚
生
制
度
推
進
の
三
部
門
の
表
彰
、
税
制
改
正
の
提
言
、
租
税
教

育
活
動
の
報
告
が
あ
り
、
大
会
宣
言
を
採
択
し
て
終
了
し
ま
し
た
。

　
部
門
ご
と
の
表
彰
の
中
で
は
、
大
分
県
法
人
会
連
合
会
が
福
利
厚
生

制
度
推
進
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
わ
れ
わ
れ
法
人
会
は
、
半
世
紀
を
超
え
る
歴
史
を

通
じ
、﹁
健
全
な
納
税
者
の
団
体
﹂
と
し
て
、
税
に

関
す
る
活
動
を
中
心
に
広
く
社
会
へ
の
貢
献
活
動
を

展
開
し
て
き
た
。

　
そ
の
歴
史
と
実
績
を
踏
ま
え
、
新
公
益
法
人
等
へ

の
移
行
を
契
機
に
﹁
税
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
た

る
経
営
者
の
団
体
﹂
と
し
て
、
引
き
続
き
、
租
税
教

育
な
ど
税
の
啓
発
活
動
を
中
心
と
し
た
公
益
的
な
活

動
を
さ
ら
に
積
極
的
に
展
開
し
、
広
く
社
会
に
貢
献

し
て
い
く
こ
と
を
こ
こ
に
誓
う
も
の
で
あ
る
。

　
わ
が
国
は
、
今
、
企
業
収
益
が
総
じ
て
改
善
傾
向

に
あ
り
、
設
備
投
資
も
増
加
基
調
に
転
じ
始
め
る
な

ど
﹁
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
﹂
が
一
定
の
効
果
を
あ
げ
、
緩

や
か
な
回
復
基
調
を
続
け
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
米
国
の
金
融
政
策
や
中
国
経
済

な
ど
外
部
環
境
が
不
確
実
性
を
増
し
て
お
り
、
新
た

な
成
長
戦
略
の
も
と
、
で
き
る
だ
け
早
期
に
国
民
の

実
質
所
得
、
個
人
消
費
、
設
備
投
資
の
好
環
境
と
い

う
持
続
的
な
成
長
サ
イ
ク
ル
を
構
築
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

　
加
え
て
、
持
続
可
能
な
社
会
保
障
制
度
の
確
立
と

財
政
健
全
化
の
両
立
も
国
家
的
課
題
と
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
課
題
に
対
応
す
る
に
当
た
っ
て
は
、

そ
の
前
提
と
し
て
、
行
政
改
革
の
徹
底
が
行
わ
れ
る

べ
き
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
中
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
る
効
果
は
、

地
域
経
済
と
雇
用
の
担
い
手
で
あ
る
中
小
企
業
に
、

ま
だ
十
分
に
浸
透
し
て
い
な
い
。

　
日
本
経
済
の
再
生
の
た
め
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
を
支
え
る
中
小
企
業
の
力
強
い
成
長
が
不
可
欠
で

あ
り
、
わ
れ
わ
れ
法
人
会
は
、﹁
法
人
実
効
税
率
20

％
台
の
早
期
実
現
﹂、﹁
事
業
承
継
税
制
の
拡
充
﹂
等

を
中
心
と
す
る
﹁
平
成
28
年
度
税
制
改
正
に
関
す
る

提
言
﹂
の
実
現
を
強
く
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

　
創
設
以
来
、
納
税
意
識
の
高
揚
に
努
め
て
き
た
法

人
会
は
、
こ
こ
徳
島
の
地
で
全
国
の
会
員
企
業
の
総

意
と
し
て
、
以
上
宣
言
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
平
成
27
年
10
月
8
日

　
　
　
　
　
　
　
全
国
法
人
会
総
連
合
全
国
大
会

大 

会 

宣 

言

〇 厳しい財政状況を踏まえ、

　 国・地方とも行財政改革の徹底を！

〇 中小企業の力強い成長なくして、

　 真の経済再生なし！

〇 法人の実効税率を早期に20％台に引き下げ、

　 軽減税率15％本則化の実現を！

〇 中小企業の円滑な事業承継のために、

　 欧州並みの本格的な税制の創設を！

平成28年度 税制改正スローガン

税制改正提言パネルディスカッション

第
32
回「
法
人
会
全
国
大
会
」徳
島
で
開
催

第
32
回「
法
人
会
全
国
大
会
」徳
島
で
開
催
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日田税務署長

嵩 原  安 伸

　
寒
冷
の
候
、
公
益
社
団
法
人
日
田
玖
珠

法
人
会
の
皆
様
方
に
は
、
ま
す
ま
す
御
清

栄
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
年
7
月
の
異
動
で
日
田
税
務
署
長
を

拝
命
い
た
し
ま
し
た
嵩
原
で
す
。

　
私
自
身
、
大
分
県
で
勤
務
す
る
の
は
初

め
て
で
す
が
、
今
回
の
日
田
税
務
署
の
勤

務
を
も
っ
て
、
熊
本
国
税
局
管
内
で
あ
る

南
九
州
の
４
県
す
べ
て
に
お
い
て
勤
務
経

験
を
有
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
天
領
、
水
郷
、
小
京
都
な
ど
様
々
な
表

情
を
も
ち
、
歴
史
と
文
化
に
あ
ふ
れ
た
こ

の
地
に
お
い
て
勤
務
で
き
る
こ
と
を
大

変
光
栄
に
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
公
益
社
団
法
人
日
田
玖
珠
法
人
会
の
皆

様
方
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
税
務
行
政
全
般

に
わ
た
り
ま
し
て
、
深
い
御
理
解
と
格
別

の
御
協
力
を
賜
っ
て
お
り
、
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　
日
田
玖
珠
法
人
会
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
そ
の
理
念
の
下
に
税
の
オ
ピ
ニ
オ
ン

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
税
知
識
の
普
及
や
納
税

道
義
の
高
揚
を
図
る
た
め
、
研
修
会
等
の

啓
発
活
動
を
展
開
さ
れ
る
の
み
な
ら
ず
、

社
会
福
祉
事
業
へ
の
寄
贈
を
目
的
と
し
た

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
の
開
催
や
小

学
校
新
入
生
に
対
す
る
防
犯
ベ
ル
の
寄

贈
、
青
年
部
会
・
女
性
部
会
を
中
心
と
し

た
租
税
教
育
活
動
や
﹁
税
を
考
え
る
週

間
﹂
行
事
な
ど
、
地
域
に
密
着
し
た
社
会

貢
献
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お
ら

れ
ま
す
。

　
こ
う
し
た
活
動
へ
の
角
会
長
を
は
じ
め

と
す
る
役
員
並
び
に
会
員
の
皆
様
方
の
多

大
な
御
尽
力
に
対
し
ま
し
て
、
心
か
ら
敬

意
を
表
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
さ
て
、
皆
様
御
承
知
の
と
お
り
、
社
会

保
障
・
税
番
号
制
度
︵
い
わ
ゆ
る
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
制
度
︶
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成

28
年
１
月
か
ら
順
次
、
国
税
分
野
に
お

い
て
も
利
用
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。

　
こ
の
制
度
の
導
入
に
よ
り
、
①
国
民
の

皆
様
の
利
便
性
の
向
上
、
②
公
正
・
公
平

な
社
会
の
実
現
、
③
行
政
運
営
の
効
率
化

に
つ
な
が
る
こ
と
を
御
理
解
い
た
だ
き
、

是
非
、
皆
様
方
に
は
制
度
の
ス
ム
ー
ズ
な

導
入
に
向
け
、
御
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム

︵
ｅ
ー
Ｔ
ａ
ｘ
︶
の
利
用
推
進
に
関
し
ま

し
て
は
、
従
来
か
ら
皆
様
よ
り
御
理
解
と

御
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
を

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
本
年
７
月
の
税
務
署
の
定

期
人
事
異
動
に
お
き
ま
し
て
は
、
職
員
数

が
異
動
前
か
ら
２
名
減
少
し
、
23
名
の
体

制
で
税
務
行
政
を
遂
行
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
窓
口
業
務

等
の
納
税
者
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
し
な
が

ら
、
﹁
納
税
者
の
自
発
的
な
納
税
義
務
の

履
行
を
適
正
か
つ
円
滑
に
実
現
す
る
﹂
と

い
う
国
税
庁
の
使
命
を
果
た
し
て
い
く
た

め
に
は
、
従
来
に
も
増
し
て
皆
様
方
の
税

務
行
政
に
対
す
る
御
理
解
と
御
協
力
が
不

可
欠
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
次
第
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　
そ
の
一
環
と
い
う
わ
け
で
は
ご
ざ
い
ま

せ
ん
が
、
二
点
ほ
ど
お
願
い
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　
一
点
目
は
、
本
年
１
月
か
ら
大
分
銀
行

に
お
い
て
も
取
扱
い
が
始
ま
っ
た
ダ
イ
レ

ク
ト
納
付
に
つ
い
て
で
す
。

　
こ
の
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
は
、
利
用
す
る

口
座
を
届
け
出
る
こ
と
に
よ
り
、
納
付
日

を
指
定
し
て
振
替
納
付
す
る
こ
と
が
で
き

る
便
利
な
制
度
で
す
の
で
、
是
非
御
利
用

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
二
点
目
は
、
納
税
証
明
書
の
オ
ン
ラ
イ

ン
請
求
に
つ
い
て
で
す
。

　
こ
れ
を
利
用
し
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、

事
前
に
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等

か
ら
申
請
す
る
こ
と
で
、
税
務
署
の
窓
口

に
お
い
て
ス
ム
ー
ズ
に
納
税
証
明
書
を
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
、
手
数
料
も
安
く
な

っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
税
務
署
窓
口
で
納
税
証
明
書
を

受
け
取
る
場
合
に
は
、
申
請
の
際
に
電
子

証
明
書
や
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
も

必
要
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
こ
ち
ら
も
是
非

御
利
用
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
公
益
社
団
法

人
日
田
玖
珠
法
人
会
の
ま
す
ま
す
の
御
発

展
と
会
員
の
皆
様
方
の
御
健
勝
並
び
に
会

員
企
業
の
一
層
の
御
繁
栄
を
祈
念
い
た
し

ま
し
て
、
私
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

ご
あ
い
さ
つ

ご
あ
い
さ
つ
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南
九
州
地
区
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

優
秀
賞

　
私
の
﹁
な
り
た
い
大
人
﹂

　
　
東
部
中
学
校
　
３
年
　
佐
藤
　
梨
帆

第
49
回
　
中
学
生
の
「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」

入
賞
者
紹
介
︵
敬
称
略
︶

南
九
州
地
区
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
　
優
秀
賞

　
東
部
中
学
校
　
　
3
年
　
佐
藤
　
梨
帆

大
分
県
教
育
長
賞

　
北
山
田
中
学
校
　
3
年
　
長
尾
　
藍

日
田
税
務
署
長
賞

　
北
山
田
中
学
校
　
3
年
　
秋
好
　
陽
介

　
北
山
田
中
学
校
　
3
年
　
小
野
　
光
輝

日
田
玖
珠
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
　
会
長
賞

　
三
隈
中
学
校
　
　
3
年
　
有
冨
莉
佳
子

　
北
山
田
中
学
校
　
3
年
　
小
野
　
愛
花

日
田
玖
珠
地
区
税
務
連
絡
協
議
会
　
会
長
賞

　
北
部
中
学
校
　
　
3
年
　
福
井
　
悠
太

　
東
有
田
中
学
校
　
3
年
　
日
吉
　
真
唯

　
大
山
中
学
校
　
　
3
年
　
三
笘
　
将
輝

　
玖
珠
中
学
校
　
　
3
年
　
武
石
　
遥
果

　
北
山
田
中
学
校
　
3
年
　
穴
井
　
玲
衣

日
田
玖
珠
地
区
租
税
教
育
推
進
協
議
会
　
会
長
賞

　
北
部
中
学
校
　
　
1
年
　
村
上
美
水
樹

　
玖
珠
中
学
校
　
　
3
年
　
小
田
　
朱
莉

　
玖
珠
中
学
校
　
　
3
年
　
衞
藤
　
凛

　
北
山
田
中
学
校
　
3
年
　
秋
好
　
祐
香

　
﹁
増
税
反
対
﹂
と
か
か
れ
た
ビ
ラ
を
町

中
で
見
た
の
は
、
ず
い
ぶ
ん
前
の
こ
と
に

な
る
。
ま
だ
小
学
生
だ
っ
た
私
は
、
よ
く

わ
か
ら
な
か
っ
た
が
、
お
母
さ
ん
達
が
毎

日
夜
お
そ
く
ま
で
働
い
て
も
ら
っ
て
い
る

お
金
を
他
の
人
に
あ
げ
な
い
と
い
け
な
い

な
ん
て
、
そ
ん
な
の
お
か
し
い
！
と
腹
立

た
し
く
思
っ
て
い
た
。

　
母
は
﹁
し
ょ
う
が
な
い
よ
ね
ぇ
﹂
と
賛

成
も
反
対
も
し
て
な
い
様
子
だ
っ
た
が
、

私
は
夕
方
の
ニ
ュ
ー
ス
で
﹁
増
税
﹂
と
聞

く
た
び
、
ぐ
ち
ぐ
ち
と
文
句
を
た
れ
て
い

た
。
し
か
し
、
私
の
反
対
運
動
も
む
な
し

く
﹁
消
費
税
引
き
上
げ
﹂
が
し
ば
ら
く
し

て
発
表
さ
れ
た
。
私
が
一
番
消
費
税
引
き

上
げ
に
怒
り
を
感
じ
た
の
は
、
自
動
販
売

機
の
飲
み
物
の
値
段
が
あ
が
っ
て
い
た
時

だ
。
私
は
割
と
ケ
チ
な
ほ
う
な
の
で
、
ま

だ
消
費
税
引
き
上
げ
を
し
て
い
な
い
自
動

販
売
機
を
探
し
、
自
転
車
で
町
内
を
走
り

ま
わ
っ
た
こ
と
も
あ
る

　
1
2
0
円
の
ジ
ュ
ー
ス
が
1
3
0
円
に

な
る
だ
け
の
こ
と
だ
が
損
を
し
た
気
分
に

な
る
の
が
い
や
だ
っ
た
。
こ
れ
か
ら
ま
だ

ま
だ
消
費
税
が
あ
が
る
か
も
し
れ
な
い
。

と
い
う
話
を
聞
い
て
、
う
ち
の
家
も
生
活

が
苦
し
く
な
る
の
か
な
ぁ
と
少
し
不
安
に

な
っ
た
。

　
な
ぜ
税
金
を
納
め
な
い
と
い
け
な
い
の

か
。
と
検
索
し
た
こ
と
が
あ
る
。
い
ろ
い

ろ
な
言
い
方
が
あ
っ
た
が
、
一
番
分
か
り

や
す
か
っ
た
の
は
﹁
社
会
で
の
助
け
合
い

の
た
め
﹂
私
は
助
け
ら
れ
た
記
憶
が
あ
ま

り
な
い
の
で
実
感
が
わ
か
な
か
っ
た
。

　
あ
る
日
、
祖
母
が
手
術
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
聞
い
た
。
急
な

話
だ
っ
た
。
難
し
い
名
前
の
病
気
で
、
手
術

も
聞
く
か
ぎ
り
大
変
そ
う
だ
っ
た
。
ふ
と
手

術
代
の
こ
と
が
頭
を
よ
ぎ
っ
た
。
大
変
な
手

術
は
き
っ
と
そ
の
分
高
い
の
だ
ろ
う
。

﹁
お
母
さ
ん
、
手
術
の
お
金
高
い
ん
で
し

ょ
？
も
し
お
金
が
は
ら
え
な
か
っ
た
ら
、

ば
ぁ
ち
ゃ
ん
手
術
う
け
れ
な
い
の
？
﹂
そ

う
た
ず
ね
る
と
、
母
は
﹁
大
丈
夫
、
国
か

ら
の
補
助
が
出
る
か
ら
。
手
術
う
け
れ
る

よ
﹂
よ
か
っ
た
。
ば
ぁ
ち
ゃ
ん
助
か
る
ん

だ
。
よ
か
っ
た
心
の
底
か
ら
ホ
ッ
と
し
た
。

　
自
分
の
家
族
が
税
金
に
助
け
ら
れ
て
や

っ
と
、
税
金
に
、
税
金
を
は
ら
っ
て
い
る

全
て
の
人
に
感
謝
し
た
。
そ
し
て
、
税
金

に
助
け
ら
れ
た
だ
れ
か
か
ら
、
同
じ
よ
う

に
、
私
も
感
謝
さ
れ
て
い
た
ん
だ
、
と
気

づ
い
た
。
私
が
今
ま
で
買
い
物
を
す
る
た

び
は
ら
っ
て
い
た
少
し
の
お
金
が
、
だ
れ

か
を
支
え
て
い
る
。

　
だ
れ
か
を
笑
顔
に
し
て
い
る
。
そ
う
考

え
る
と
、
な
ん
だ
か
温
か
い
気
持
ち
に
な

っ
て
、
1
3
0
円
の
ジ
ュ
ー
ス
が
す
ご
く

立
派
に
見
え
た
。

　
﹁
ど
ん
な
大
人
に
な
り
た
い
で
す
か
﹂

と
、
前
に
学
校
で
き
か
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

私
は
、
﹁
だ
れ
か
を
笑
顔
に
で
き
る
よ
う

な
大
人
に
な
り
た
い
﹂
と
答
え
た
。
そ
れ

が
、
税
金
を
は
ら
う
こ
と
と
つ
な
が
っ
て

い
た
な
ん
て
、
知
ら
な
か
っ
た
。
祖
母
の

手
術
で
改
め
て
わ
か
っ
た
﹁
税
金
を
納
め

る
意
味
﹂
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
た
い
と

私
は
思
う
。
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
、
ち
ゃ

ん
と
税
金
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
、
私

の
理
想
の
大
人
に
成
長
で
き
た
ら
い
い

な
、
と
思
う
。

　
納
税
貯
蓄
組
合
と
国
税
庁
は
、
㈶
日
本
税
務
協
会
、
㈶
大
蔵
財
務
協
会
及
び
日
本
税

理
士
会
連
合
会
の
後
援
を
得
て
、
毎
年
中
学
生
の
み
な
さ
ん
か
ら
﹁
税
に
つ
い
て
の
作

文
﹂
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
も
た
く
さ
ん
の
応
募
が
あ
り
、
日
田
玖
珠
管
内
で
は
７
校
、
４
１
５
編
の
応

募
が
あ
り
ま
し
た
。
優
秀
作
品
１
編
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。




